
広報たかはま　H30.7.154

＊国民健康保険（国保）には、勤務先の健康保険への加入者およびその家族の扶養者、後期高齢者医療制度
加入者などを除く、すべての人が加入することになります。
＊加入の届出が遅れると、加入の資格を得た月（例：会社を辞めた月）まで、さかのぼって保険税を納めな
ければなりません。また、その間にかかった医療費は全額自己負担となります。
＊やめる届出が遅れると、保険税（料）が二重払い（国保と新しい健康保険）になってしまうことがありま
す。
＊国保の手続きには、マイナンバー（個人番号）が必要です。手続きの際には、本人確認書類（①マイナン
バー確認書類と②身元確認書類／※下記参照）を持参してください。
※①マイナンバーカード（個人番号カード）または通知カード（マイナンバーカードの場合は②は不要）
②・公的機関が発行した顔写真付きの証明書など １点 …運転免許証・パスポートなど
・上記の証明書がない場合、次の証明書など ２点 …保険証・年金手帳・預金通帳・学生証など

＊詳しくは問い合わせてください。

　（注）社会保険の扶養からはずれた場合や、加入者本人が75歳となって後期高齢者医療制度に移行するこ
とにより、その扶養者だった家族が国保に加入することになった場合を含む。

※保険証＝国民健康保険被保険者証
※高齢受給者証は対象者（70歳以上）のみ

問合せ先　□市市民窓口グループ　☎52－1111（内線219・261）

◆その他の異動など

◆やめるとき

◆加入するとき

国民健康保険の届出を忘れずに！
～加入するとき、やめるときは、14日以内に届出を～

国民
皆保険
制度

職場の健康保険をやめたとき（注）

生活保護を受けなくなったとき

子どもが生まれたとき
（国保加入の場合）

他の都道府県から転入したとき（職
場の健康保険に加入していない場合）

こんなとき

外国人住民が加入するとき

転出証明書に基づき、住民登録の窓口で転入の手続
きをおこなった後に同日対応
健康保険喪失連絡票・離職票・退職証明書など

届出に必要なもの

出生届出をおこなった後に、保険証・母子健康手帳

在留カード・特別永住者証明書・パスポート

本人確認書類
印鑑

キャッシュカード
または預金通帳
銀行届出印 生活保護廃止通知書

生活保護を受けはじめたとき

本人確認書類
印鑑

こんなとき

職場の健康保険に加入したとき

他の都道府県へ転出するとき（職場
の健康保険に加入していない場合）

死亡したとき（国保加入の場合）

届出に必要なもの
保険証（世帯全員分）・高齢受給者証
（外国人住民は在留カード・特別永住者証明書）

保険証・高齢受給者証・職場などの新しい被保険者
証（加入者全員分）

保険証・高齢受給者証・生活保護開始通知書

保険証・高齢受給者証・葬儀を行ったことが証明で
きるもの・預金通帳

世帯主が変わったとき
世帯をわけたり、いっしょにしたとき

こんなとき

本人確認書類
印鑑

退職者医療制度に該当したとき
県内で住所が変わったとき

保険証をなくしたり破損したとき
（再発行）

保険証・高齢受給者証
保険証・厚生年金の証書など加入期間のわかるもの

届出に必要なもの

保険証・高齢受給者証

破損の場合は破損した保険証

保険証・高齢受給者証
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お し ら せ

問合せ先　□市市民窓口グループ　医療担当　☎52－1111（内線227）

●新しい保険証は住所地へ郵送します。
７月中旬から下旬にかけて簡易書留郵便で送付します。
・簡易書留郵便は、受け取るとき押印または署名が必要です。
・配達時に不在のときは郵便受けに「郵便物お預かりのお知らせ」が入りますので、郵便局に連絡をして
受け取ってください。

・郵便局で「郵便物お預かりのお知らせ」に記載のある期間までに受け取りができない場合は、市役所
（市民窓口グループ）での受け取りになります。

※詳しくは問い合せてください。

●「オレンジ色」の古い保険証は…。
有効期限（７月31日（火））を過ぎた保険証は使用できません。
市役所に返却もしくは処分（注）してください。
※（注）処分する場合は、細かく裁断するなど、個人情報の取扱いに
注意してください。

高齢受給者証 高額療養費
限度額適用認定証
限度額適用・標準負担額減額認定証

問合せ先　□市市民窓口グループ　国民健康保険担当　☎52－1111（内線219・261）

７５歳以上の方へ

高齢受給者証は、70歳から74歳の方に
交付されます。病院などの窓口で支払う一
部負担金の割合が記載された、被保険者証
とあわせて使用する証です。
現在お持ちの高齢受給者証の有効期限は

７月31日（火）です。新しい受給者証は、
７月末日までに自宅へ郵送します。
（更新の手続きは必要ありません）
８月１日（水）以降に病院を受診する場合
は、新しい受給者証を提示してください。
※新しい受給者証は、白色です。

◆古い受給者証は返却してください
古い受給者証は、９月28日（金）までに

郵送か、通知文に記載されている施設の回
収箱または直接市民窓口グループへ返却し
てください。

70歳未満の方が医療機関にかかり、窓口での支払い額が
高額となる場合に、限度額適用認定証などを提示することで
世帯ごとに定められた限度額までの支払いとなります。
現在、限度額適用認定証などの交付を受けている方の有効
期限は７月31日（火)です。
８月以降も利用する場合は、市民窓口グループで更新手続
きをしてください。
なお、８月からは70歳以上75歳未満の現役並み所得（住
民税課税所得が690万円未満）の方も申請ができます。
持ち物　国民健康保険被保険者証、印鑑、交付済みの限度額

認定証（更新の方のみ）、マイナンバーのわかるも
の、顔写真付きの身分証明書

※国民健康保険税の滞納がある世帯には、交付できません。
※交付には、世帯主と国保加入者の平成29年中の所得の申
告が必要です。

高齢受給者証・限度額適用認定証などの更新時期です国民健康保険

８月１日（水）から後期高齢者医療被保険者証が新しくなります

有効期限は７月３１日（火）です

８月１日（水）から変わります

現在、使用している「オレンジ色」の保険証の有効期限は、７月31日（火）です。
８月１日からは、住所地に郵送される「若草色」の保険証を使用してください。

手続きが
必要です
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